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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　
　
　
反
応
検
査
等

　
　
　
　
　
　
　
を
実
施

　
　
　
昭
和
五
十
四
年
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
結

核
予
防
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
及
び
B
C
G
接
種

を
左
記
の
目
程
に
よ
り
実

施
し
ま
す
。
該
当
者
は
通

知
書
及
び
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

該
当
者
　
①
昭
和
五
十
三

年
生
ま
れ
の
人
．
②
昨
年

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

が
陰
性
及
び
疑
陽
性
の
人
。

③
昭
和
五
十
一
年
一
月
一

目
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
未
接
種
の

人
。　

該
当
者
に
は
個
人
通
知

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
万

一
通
知
も
れ
の
か
た
及
び

転
入
者
の
か
た
は
目
程
を

ご
覧
の
う
え
会
場
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。z＆

懸

地
区
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
到
定
・
B
C
G

実
　
施
　
時
　
間

会
　
場

月
　
　
日

月
　
　
日

下
条
小
学
校
区

6
月
5
日
図

6
月
7
日
困

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

　
　
　
　
）

6
月
1
1
日
旧
田

6
月
1
3
日
困

午
後
2
時
～
2
時
3
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

川
治
地
区

（
蟷
謳
黙
騨
）

6
月
1
2
日
図

6
月
1
4
日
因

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

水
沢
小
学
校
区

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

珠
田
分
校

中
条
小
学
校
区

6
月
1
3
日
困

6
月
1
5
日
團

午
後
2
時
～
2
時
3
0
分

中
条
小
学
校

飛
　
小
学
校
区

6
月
1
9
日
図

6
月
2
1
日
困

午
後
2
時
～
2
時
1
5
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
5
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

枯
木
又
分
校

十
日
町
地
区

6
月
2
0
日
困

6
月
2
2
日
囲

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

新
座
・
大
井
田
地
区

六
箇
地
区

午
後
2
時
～
2
時
1
5
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
5
分

野
中
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

6
月
2
5
日
側

6
月
2
7
日
困

午
後
2
時
～
2
時
3
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

十
日
町
地
区

川
治
地
区
の
一
部

（
醗
阪
、
編
）

6
月
2
6
日
㈹

6
月
2
8
日
困

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

1
歳
6
ヵ
月

児
検
診

6
月
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
12
月

生
れ
の
人

域全

いざ
」

だくでいおは方の月当該もてくなが知通人個

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

6
月
1
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
2
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

6
月
2
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
12
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

6
月
2
1
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

53
年
8
月

～
1
0
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
5
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

●

殖
＄ン
ダ
ノ
、
イ
ク

鳥
．か
ご

フ♂

ラ
ザ
1
ズ
糎

ベ
ビ
【
ベ
ツ
ト

（ホ

草ン
色タ

）
口
i
ド
ノぐ

ノ
レ

耐
ニ
イ
段
一
ド
ボ
1
ド

ノレ1

ム
ラ
ン
ナ
1

ブ
ラ
ザ
1
編
機

ホ
1
口
i
ノ｛
ス
ー
式

9ジ

ユク

1ザ
とクミ

シ
ン

日
立
除
湿
器

舅セ
・イ

女コ

）
1
言

品
名ゆ
ず
り
ま
す

〃 〃 〃 〃 中
古

巾
90さ

●
5
8

〃 〃 〃 〃 〃 中
古

規
格

相
談
で

し、

く
ら
で
も

二
万
円

相
談
で

二
万
円

七
千
円
位

二
万
円

三
万
円

三
万
円

五
万
円

三
万
円

相
談
で

希
望
価
格

市民つり大会
日時　6月3日（日1午前

6時～午後2時（雨天決
行）

会場　大池

種昌　①一般の部②ヘ

ラの部③少年の部
申し込み所　キジで釣具

店、尾口釣具店、つり順

エビスヤ

申し込み締切　6月1日働

謄
写
版
一
式

ス
ベ
リ
台

白
黒
テ
レ
ビ

（
9
〔ソ、

男窪

脚
）
ク

“
中べ
学
生
使
用ツ

）
　
ド

ノく

イ
ク
5
0
C
C

品
名

ゆ
ず
1
）
て
く
だ
さ
い

〃 〃 〃 〃 〃 中
古

規
格

相
談
で

～三

五千
千円

円

五
千
円
位

二
万
円
位

七
千
円
位

二
万
円

希
望
価
格

今
月
の
納
税
－
細
鑛
離
第
繭
…
納
期
限
は
五
月
三
士
日

　
　
結醐

　
　
赫
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O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
市
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
施

設
見
学
会
を
、
今
年
も
つ
ぎ
の
要
領

で
開
催
し
ま
す
ゆ

率9曜澄”
／

蕨と藷移β

　
一
日
じ
っ
く
り
か
け
て
、
市
の
施

設
、
し
ご
と
な
ど
を
．
こ
ら
ん
に
な
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
実
施
期
間
　
七
月
中
旬
か
ら
九
月

中
旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・
目
曜

日
は
除
き
ま
す
）

◎
対
象
者
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用

し
ま
す
の
哲
＼
原
則
的
に
は
二
十
名

位
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
し
ま
す
．

◎
一
般
見
学
コ
ー
ス
　
衛
生
セ
ン
タ

ー
、
卸
売
市
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
博
物
館
な
ど

　
こ
の
ほ
か
に
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ

る
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

場
日
で
膝
⊥

　
　
　
　
　
　
目

：
○

◎
携
行
す
る
も
の
　
昼
食

◎
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
は
、
市
企
画
財
政
課
企
画
広

報
係
（
E
七
ー
三
二
一
番
内
線
二

八
三
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

街頭献血にご協力を！／

●
7
月
5
日

●
十
日
町
商
工

　
　
　
福
祉
会
館
前

　
七
月
一
目
か
ら
一
ヵ
月

間
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
例
年
、
夏
に
な
る
と
海

や
山
に
出
か
け
る
人
が
多

い
う
え
、
暑
さ
で
献
血
用

血
液
が
不
足
す
る
た
め
こ

の
期
間
に
、
特
に
献
血
を

　　　＝第2回・7月1日＝
　市民の皆さんのご意見を広くお聞きし、市

政に反映させて行くため「市民と語る日」を

毎月1日に開催しています。第1回の6月1
日には、21組・97人がおいでになり、多彩な

問題が出され盛況でした。

　市では、出された問題はできるだけその場

で解決し、即答できないものについては後日

回答しています。市長は市内・市外出張等て

不在び）日が多くなりますので、市長と直接膝

を！）きあわせて話すためにもr市民と語る目」

においでください。

◎次回開催…7月1目（日）午後4時～8時

◎会　場…市役所小会議室（3階）

◎出席者…市長、助役、教育長、関係課長

第1回「市民と語る日」より

■　　　　1』

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
！
で

は
、
　
一
日
セ
ン
タ
ー
長
に
、
十
日
町

市
婦
人
会
連
絡
協
議
会
長
の
藤
田
っ

ね
子
さ
ん
を
委
嘱
し
て
街
頭
で
の
献

血
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
十
日
町
青
年
会
議
所
の

ご会
員
の
協
力
に
よ
り
、
街
頭
で
の
呼

び
か
け
を
行
い
、
献
血
に
対
す
る
趣

旨
の
普
及
と
献
血
思
想
の
向
上
を
は

か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

◆
献
血
車
日
程

と
き
　
七
月
五
目
困
　
午
前
十
時
～

正
午
・
午
後
一
時
～
一
．
一
時

と
こ
ろ
　
十
目
町
商
工
福
祉
会
館
前

　
　
　
　
　
　
　
　
（
献
血
車
二
台
）

◆
献
血
で
き
る
人

※
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

健
康
な
人
。

※
体
重
が
男
子
四
十
五
㌔
砂
。
以
上
、

女
子
四
十
㌔
σ
ラ
以
上
の
人
。

※
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
以
上
経

過
し
て
い
る
人
。
（
献
血
手
帳
の
あ

る
か
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◎
血
液
性
化
学
検
査
の
結
果
に
つ
い

て
　
四
月
の
献
血
分
が
保
健
課
に
届

い
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
献
血
手
帳

を
持
参
し
イ
＼
保
健
課
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
．
．
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触
区
広
聴
会

　
市
で
は
、
十
五
日
の
六
箇
地
区
会

場
を
皮
切
り
に
、
七
月
十
二
日
ま
で

十
三
会
場
で
地
区
振
興
会
単
位
に
広

聴
会
を
開
催
中
で
す
。
十
目
町
地
区

は
地
区
振
興
会
が
な
い
た
め
、
飯
山

線
を
境
に
、
東
西
に
分
け
て
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
を
窓
口
に
広
聴
会
を

行
い
ま
す
。

　
．
v
の
広
聴
会
は
、
市
が
昭
和
七
十

年
ま
で
を
見
通
し
た
総
合
計
画
に
、

市
民
の
生
の
声
を
反
映
さ
せ
、
市
と

市
民
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
あ
い

な
が
ら
、
将
来
の
十
日
町
市
の
ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
を
し
て
行
こ
う
と
い
う

催
中

　
も
の
で
す
。
広
聴
会
が
終
っ
た
六
箇

　
飛
渡
、
下
条
の
各
地
区
と
も
、
市
民

　
の
関
心
は
高
く
、
多
く
の
人
が
つ
め

　
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
、
市

　
の
将
来
像
に
対
す
る
真
剣
な
意
見
が

　
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
る
市
さ
た
構
月

　
　
一
去
双
次
し
本
n

　
会
が
さ
章
ま
基
は

繰
驚
岬

口
合
舗
測
務
長
問
末
で

　
　
　
第
－
協
ー
議
に
に

　
　
　
　
　
明
農
ん
審
想
末

地区広聴会日程
　　　　　　（7月分）

月　日 地　区 会　　場
7月2目（月） 八　　箇 八箇小学校

3日㈹ 吉　　田 吉田中学校
5日困 水　　沢 水沢出張所
9日側 川　　治 川治公民館
10日㈹ 十日町西 博　　物　　館
12日休） 十日町東 十日町市公民館

時間はいずれも夜7時一9時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
二
六
水
害
か
ら
」
年
た
ち
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
．
集
中
豪
雨
は
、
お
も
に
つ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
け
に
多
く
起
こ
り
、
各
地
に
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
害
、
地
す
べ
り
な
ど
）
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
ま
す
。
昨
年
の
大
水
害
の
教
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
生
か
し
て
、
災
害
に
対
す
る
万
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
備
え
を
し
、
次
の
こ
と
を
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
異
常
現
象
を
発
見
し
た
時
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
に
市
役
所
、
市
政
事
務
嘱
託
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
署
、
消
防
団
員
な
ど
に
お
知
ら

は
か
り
の
検
査
を
実
施

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
は
か
り
の
定

期
検
査
が
、
全
市
を
対
象
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
．
前
回
の
受
検
者
に
は
、

個
人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、
通
知
の

な
い
か
た
で
も
、
は
か
り
を
取
引
、
証

明
に
使
用
し
て
い
る
か
た
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す

が
、
当
日
都
合
の
わ
る
い
時
に
は
、

別
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
期
間
中
に
受
け
な
い
場
合

に
は
長
岡
の
計
量
検
定
所
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
．
こ
注
意

く
だ
さ
い
。

計量器定期検査日程
月　日 時　　　間 場　所 地　　区

6月27日
午前9時～午前11時 中条公民館 中　条　地　区

午後1時～午後3時 ド条公民館 ド　条　地　区

6月28日
午前9時～午前11時 吉田出張所 吉　田　地　区

午後1時～午後3時 川治公民館 川治
六箇地区（一部除く）

6月29日 午前9時～午後3時 水沢出張所 水沢　地　区

7月2日

7月3日

7月4日

午前9時～午前11時

午後1時～午後3時半
市公民館

十日町地区

川治地区（一部）

せ
く
だ
さ
い
．
、

●
集
中
豪
雨
に
そ
な
え
て
、
近
く
の

川
や
側
溝
な
ど
の
清
掃
を
、
ふ
だ
ん

か
ら
・
い
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
や
職
場
で
も
避
難
の
場
所
、

経
路
を
よ
く
た
し
か
め
て
お
き
ま
し

よ
，
つ
。

●
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
の
元
せ

ん
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
火

の
元
に
は
特
に
．
こ
注
意
を
。

　
災
害
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、

市
役
所
総
務
課
（
8
七
－
三
二
一

番
内
線
二
三
五
）
へ
．

　高齢者職渠相談室開設
　～7月2日から市役所内に～
　7月2日から、市役所2階に常設の

r十日町市高年齢者職業相談室」が開

設されます。

　高齢者の雇用相談、職業相談、職場環

境のことなど気軽にご相談ください・

電話は、7－3111番高齢者職業相談室で

す。

3）”1”1”1”””1”1””“”“と・おガ』”rお」ロる世」臨”ll””1”1”III”1“”1”1””II“1”””II“1”1””lll””””lml”1””ll”1”昭和54年6月25日

防
火
管
理
者
資
格
付
与
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
つ

ぎ
の
日
程
で
防
火
管
理
者
資
格
付
与

の
講
習
会
を
開
き
ま
す
．

●
申
し
込
み
　
受
講
希
望
者
は
七
月

一
日
～
七
月
十
目
ま
で
に
十
日
町
消

防
本
部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
．
そ
の
際
、
写
真
（
上
半
身
横

三
穆
x
縦
五
聾
）
一
枚
と
、
講
習
テ

キ
ス
ト
代
二
千
百
円
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

●
講
習
日
時
　
七
月
十
九
目
困
午
前

九
時
～
午
後
四
時
半
　
七
月
二
十
日

囲
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
会
場
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
三

…
　
有
料
道
路
斜
金
を
割
引
｝

一
◎
対
象
有
料
道
路
　
北
陸
自
動
車
道
、
一

…
弥
彦
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
越
後
七
浦
シ
…

…
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
…

…
◎
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
…

一
肢
不
自
由
と
体
幹
障
害
の
各
級
所
持
…

…
者
で
自
分
で
運
転
す
る
人
　
　
　
　
…

｝
◎
手
続
き
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
…

…
対
象
者
で
あ
る
こ
と
の
認
定
印
と
割
…

㎜
引
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
…

…
車
検
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　
…

階
講
堂

　
詳
細
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
8

七
ー
一
五
五
五
番
）
に
問
い
合
せ
を
。

消
防
設
備
士
試
験
に
つ
い
て

　
消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整
備
を

行
う
た
め
に
は
消
防
設
備
士
の
資
格

が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要

項
で
消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す

の
で
希
望
者
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
の
種
類
　
甲
種
消
防
設
備
士
第

一
類
～
五
類
　
乙
種
消
防
設
備
士
第

一
類
～
三
類

試
験
の
期
日
及
び
場
所
　
筆
記
試
験

及
び
実
技
試
験
　
八
月
九
日
困
　
甲

種
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
十
五
分

乙
種
午
前
九
時
半
～
正
午
　
両
種
と

も
長
岡
市
立
東
中
学
校
で

受
験
願
書
　
用
紙
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
に
あ
り
ま
す
．

受
験
願
書
の
提
出
先
　
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二

新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

受
験
願
書
の
受
付
期
間
　
七
月
二
日

側
～
七
月
十
四
日
困

　
詳
細
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
8

七
ー
一
五
五
五
番
）
ま
’
。
・
。

住み郷十編町分会からお知らせ
　～手に手をとって健康で明るい郷土を築きましょう～

住みよい郷土建設協会十日町分会（会長星名信隆）では、

市内6地区で地区会を開催し、昭和53年度事業経過報告並

びに決算が承認され、また昭和54年度事業計画と予算が決

定されました。

　その主な内容をお知らせし、よりよい環境づくりのため

市民のみなさんのより一層のご協力をお願いします。

、
叙
入
百
怨
牽
鞠
欝
二
畢
籐
瓢
葎
雛
縄

馨遜搬灘
蒸講離講態蟹鷺
　　　　　　　難覇

輔辮醗懸
離騰糠雛雛

轍慧滋
　魏．徽欝搬鑛

灘難糞・雑叢継

　　．　　　　玉　②

　亭業嚢
　　279，囎5馬雛％

《環境衛甕パ陣一網鋤鎖

会議擬警撫鷺

籔4，窺締雛騰

馨麟綴灘　

鞭
難
麟

　
　
灘

轍趨蝋藝．
難　饗’

叢簿，懇婚震　轡鶉

支
出
薔
諜
藤
竃
無
菰
瀦
澱
鐵
難
難
蕪
鵜
．

繰越金　106，478円

満
鐘
う

響鞭　　』・塾鋼潔
ゴミの不法投棄はやめましょ

　
　
　
　
（
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画
）

　
重
点
活
動

◎
自
然
や
町
を
汚
さ
な
い
運
動

　
o
河
川
及
び
地
域
の
清
掃
の
推
進

　
O
川
や
山
に
ご
み
を
捨
て
な
い
運
動

　
○
し
尿
浄
化
槽
の
適
正
使
用
運
動

◎
健
康
で
明
る
い
生
活
を
推
進
す
る
運
動

　
○
成
人
病
対
策
の
推
進

　
o
健
康
を
保
持
す
る
た
め
料
理
教
室
を
開
催
し
食
生
活
の
改
善
を
図
る

　
O
健
康
教
室
を
開
設
し
自
分
の
健
康
は
自
ら
守
る
運
動

◎
衛
生
思
想
の
普
及
運
動

　
o
環
境
衛
生
研
修
会
の
開
催

　
O
衛
生
思
想
高
揚
の
た
め
広
報
及
び
チ
ラ
シ
の
作
成

　
O
公
衆
衛
生
活
動
先
進
地
の
研
修
視
察



、
略
O
、
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触
区
広
聴
会

　
市
で
は
、
十
五
日
の
六
箇
地
区
会

場
を
皮
切
り
に
、
七
月
十
二
日
ま
で

十
三
会
場
で
地
区
振
興
会
単
位
に
広

聴
会
を
開
催
中
で
す
。
十
目
町
地
区

は
地
区
振
興
会
が
な
い
た
め
、
飯
山

線
を
境
に
、
東
西
に
分
け
て
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
を
窓
口
に
広
聴
会
を

行
い
ま
す
。

　
．
v
の
広
聴
会
は
、
市
が
昭
和
七
十

年
ま
で
を
見
通
し
た
総
合
計
画
に
、

市
民
の
生
の
声
を
反
映
さ
せ
、
市
と

市
民
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
あ
い

な
が
ら
、
将
来
の
十
日
町
市
の
ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
を
し
て
行
こ
う
と
い
う

催
中

　
も
の
で
す
。
広
聴
会
が
終
っ
た
六
箇

　
飛
渡
、
下
条
の
各
地
区
と
も
、
市
民

　
の
関
心
は
高
く
、
多
く
の
人
が
つ
め

　
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
、
市

　
の
将
来
像
に
対
す
る
真
剣
な
意
見
が

　
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
る
市
さ
た
構
月

　
　
一
去
双
次
し
本
n

　
会
が
さ
章
ま
基
は

繰
驚
岬

口
合
舗
測
務
長
問
末
で

　
　
　
第
－
協
ー
議
に
に

　
　
　
　
　
明
農
ん
審
想
末

地区広聴会日程
　　　　　　（7月分）

月　日 地　区 会　　場
7月2目（月） 八　　箇 八箇小学校

3日㈹ 吉　　田 吉田中学校
5日困 水　　沢 水沢出張所
9日側 川　　治 川治公民館
10日㈹ 十日町西 博　　物　　館
12日休） 十日町東 十日町市公民館

時間はいずれも夜7時一9時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
二
六
水
害
か
ら
」
年
た
ち
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
．
集
中
豪
雨
は
、
お
も
に
つ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
け
に
多
く
起
こ
り
、
各
地
に
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
害
、
地
す
べ
り
な
ど
）
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
ま
す
。
昨
年
の
大
水
害
の
教
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
生
か
し
て
、
災
害
に
対
す
る
万
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
備
え
を
し
、
次
の
こ
と
を
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
異
常
現
象
を
発
見
し
た
時
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
に
市
役
所
、
市
政
事
務
嘱
託
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
署
、
消
防
団
員
な
ど
に
お
知
ら

は
か
り
の
検
査
を
実
施

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
は
か
り
の
定

期
検
査
が
、
全
市
を
対
象
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
．
前
回
の
受
検
者
に
は
、

個
人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、
通
知
の

な
い
か
た
で
も
、
は
か
り
を
取
引
、
証

明
に
使
用
し
て
い
る
か
た
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す

が
、
当
日
都
合
の
わ
る
い
時
に
は
、

別
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
期
間
中
に
受
け
な
い
場
合

に
は
長
岡
の
計
量
検
定
所
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
．
こ
注
意

く
だ
さ
い
。

計量器定期検査日程
月　日 時　　　間 場　所 地　　区

6月27日
午前9時～午前11時 中条公民館 中　条　地　区

午後1時～午後3時 ド条公民館 ド　条　地　区

6月28日
午前9時～午前11時 吉田出張所 吉　田　地　区

午後1時～午後3時 川治公民館 川治
六箇地区（一部除く）

6月29日 午前9時～午後3時 水沢出張所 水沢　地　区

7月2日

7月3日

7月4日

午前9時～午前11時

午後1時～午後3時半
市公民館

十日町地区

川治地区（一部）

せ
く
だ
さ
い
．
、

●
集
中
豪
雨
に
そ
な
え
て
、
近
く
の

川
や
側
溝
な
ど
の
清
掃
を
、
ふ
だ
ん

か
ら
・
い
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
や
職
場
で
も
避
難
の
場
所
、

経
路
を
よ
く
た
し
か
め
て
お
き
ま
し

よ
，
つ
。

●
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
の
元
せ

ん
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
火

の
元
に
は
特
に
．
こ
注
意
を
。

　
災
害
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、

市
役
所
総
務
課
（
8
七
－
三
二
一

番
内
線
二
三
五
）
へ
．

　高齢者職渠相談室開設
　～7月2日から市役所内に～
　7月2日から、市役所2階に常設の

r十日町市高年齢者職業相談室」が開

設されます。

　高齢者の雇用相談、職業相談、職場環

境のことなど気軽にご相談ください・

電話は、7－3111番高齢者職業相談室で

す。
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防
火
管
理
者
資
格
付
与
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
つ

ぎ
の
日
程
で
防
火
管
理
者
資
格
付
与

の
講
習
会
を
開
き
ま
す
．

●
申
し
込
み
　
受
講
希
望
者
は
七
月

一
日
～
七
月
十
目
ま
で
に
十
日
町
消

防
本
部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
．
そ
の
際
、
写
真
（
上
半
身
横

三
穆
x
縦
五
聾
）
一
枚
と
、
講
習
テ

キ
ス
ト
代
二
千
百
円
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

●
講
習
日
時
　
七
月
十
九
目
困
午
前

九
時
～
午
後
四
時
半
　
七
月
二
十
日

囲
午
前
九
時
～
午
後
五
時

●
会
場
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
三

…
　
有
料
道
路
斜
金
を
割
引
｝

一
◎
対
象
有
料
道
路
　
北
陸
自
動
車
道
、
一

…
弥
彦
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
越
後
七
浦
シ
…

…
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
…

…
◎
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
…

一
肢
不
自
由
と
体
幹
障
害
の
各
級
所
持
…

…
者
で
自
分
で
運
転
す
る
人
　
　
　
　
…

｝
◎
手
続
き
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
…

…
対
象
者
で
あ
る
こ
と
の
認
定
印
と
割
…

㎜
引
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
…

…
車
検
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　
…

階
講
堂

　
詳
細
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
8

七
ー
一
五
五
五
番
）
に
問
い
合
せ
を
。

消
防
設
備
士
試
験
に
つ
い
て

　
消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整
備
を

行
う
た
め
に
は
消
防
設
備
士
の
資
格

が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要

項
で
消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す

の
で
希
望
者
は
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
の
種
類
　
甲
種
消
防
設
備
士
第

一
類
～
五
類
　
乙
種
消
防
設
備
士
第

一
類
～
三
類

試
験
の
期
日
及
び
場
所
　
筆
記
試
験

及
び
実
技
試
験
　
八
月
九
日
困
　
甲

種
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
十
五
分

乙
種
午
前
九
時
半
～
正
午
　
両
種
と

も
長
岡
市
立
東
中
学
校
で

受
験
願
書
　
用
紙
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
に
あ
り
ま
す
．

受
験
願
書
の
提
出
先
　
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二

新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

受
験
願
書
の
受
付
期
間
　
七
月
二
日

側
～
七
月
十
四
日
困

　
詳
細
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
8

七
ー
一
五
五
五
番
）
ま
’
。
・
。

住み郷十編町分会からお知らせ
　～手に手をとって健康で明るい郷土を築きましょう～

住みよい郷土建設協会十日町分会（会長星名信隆）では、

市内6地区で地区会を開催し、昭和53年度事業経過報告並

びに決算が承認され、また昭和54年度事業計画と予算が決

定されました。

　その主な内容をお知らせし、よりよい環境づくりのため

市民のみなさんのより一層のご協力をお願いします。

、
叙
入
百
怨
牽
鞠
欝
二
畢
籐
瓢
葎
雛
縄

馨遜搬灘
蒸講離講態蟹鷺
　　　　　　　難覇

輔辮醗懸
離騰糠雛雛

轍慧滋
　魏．徽欝搬鑛

灘難糞・雑叢継

　　．　　　　玉　②

　亭業嚢
　　279，囎5馬雛％

《環境衛甕パ陣一網鋤鎖

会議擬警撫鷺

籔4，窺締雛騰

馨麟綴灘　

鞭
難
麟

　
　
灘

轍趨蝋藝．
難　饗’

叢簿，懇婚震　轡鶉

支
出
薔
諜
藤
竃
無
菰
瀦
澱
鐵
難
難
蕪
鵜
．

繰越金　106，478円

満
鐘
う

響鞭　　』・塾鋼潔
ゴミの不法投棄はやめましょ

　
　
　
　
（
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画
）

　
重
点
活
動

◎
自
然
や
町
を
汚
さ
な
い
運
動

　
o
河
川
及
び
地
域
の
清
掃
の
推
進

　
O
川
や
山
に
ご
み
を
捨
て
な
い
運
動

　
○
し
尿
浄
化
槽
の
適
正
使
用
運
動

◎
健
康
で
明
る
い
生
活
を
推
進
す
る
運
動

　
○
成
人
病
対
策
の
推
進

　
o
健
康
を
保
持
す
る
た
め
料
理
教
室
を
開
催
し
食
生
活
の
改
善
を
図
る

　
O
健
康
教
室
を
開
設
し
自
分
の
健
康
は
自
ら
守
る
運
動

◎
衛
生
思
想
の
普
及
運
動

　
o
環
境
衛
生
研
修
会
の
開
催

　
O
衛
生
思
想
高
揚
の
た
め
広
報
及
び
チ
ラ
シ
の
作
成

　
O
公
衆
衛
生
活
動
先
進
地
の
研
修
視
察



内
矯
O
、

∴
∴
・
∴
∴
・
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．
∴
・
、
◆
．
・
・
8
◆
．
・
・
．
・
．
昌
・
．
◆
．
。
ゴ
．
？
り
．
。
．
？
．
・
・
．
◆
’
・
．
つ
周
・
2
．
◆
．
・
・
．
噂
．
・
・
．
◆
9
響
．
．
◆
∵
2
．
◎
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六
月
二
十
九
日
～
七
月
四
日

　
第
三
十
四
回
新
潟
県
美
術
展
・
十

目
町
展
が
、
六
月
二
十
九
日
～
七
月

四
目
ま
で
、
市
民
体
育
館
で
開
か
れ

ま
す
。
県
展
の
移
動
展
が
十
目
町
市

で
開
か
れ
る
の
は
、
三
年
ぶ
り
で
す
。

　
作
品
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
版
画

彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
七
部

門
の
な
か
か
ら
厳
選
さ
れ
た
入
賞
、

入
選
作
品
と
審
査
委
員
、
無
鑑
査
作

家
な
ど
の
賛
助
出
品
合
せ
て
約
四
百

点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
第

九
回
新
潟
県
ジ
ユ
ニ
ア
美
術
展
も
開

か
れ
ま
す
。

　
市
内
か
ら
も
、
奨
励
賞
に
、
彫
刻

の
部
で
丸
山
貴
志
さ
ん
（
水
沢
）

写
真
の
部
で
竹
内
賢
一
さ
ん
（
川
治

下
町
）
が
入
賞
し
た
の
を
始
め
、
二

十
二
人
の
入
選
者
を
だ
し
て
い
ま
す
。

　
県
展
の
開
催
要
項
な
ら
び
に
入
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
．

会
期
　
六
月
二
十
九
目
（
金
）
～
七

　
月
四
日
（
水
）
　
午
前
九
時
半
～

　
午
後
六
時
、
（
最
終
目
は
午
後
四
時

　
閉
館
）

会
場
　
市
民
体
育
館

入
場
料
　
一
般
二
百
五
十
円
、
学
生

百
五
十
円
、
小
中
学
生
六
十
円

　
※
割
引
優
待
券
（
一
般
、
学
生
五

　
十
円
引
、
小
中
学
生
三
十
円
引
）

　
が
、
各
公
民
館
と
教
育
委
員
会
に

　
あ
り
ま
す
。
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
　
◆
奨
励
賞
　
彫
刻
　
丸
山

　
貴
志
（
水
沢
）
　
写
真
　
竹
内
賢

　
一
　
（
川
治
下
町
）

　
◆
入
選
　
日
本
画
　
柳
安
寿
（
高

　
島
）
　
洋
画
　
丸
山
郁
子
（
新
宮
）

　
徳
永
仁
（
神
明
町
）
　
阿
部
正
明

　
（
北
新
田
）
　
高
橋
幸
男
（
神
明

　
町
）
　
彫
刻
　
桑
原
晴
一
（
新
座
）

　
根
津
憲
一
（
田
川
町
）
　
山
田
照

　
美
（
十
高
）
　
金
沢
恵
子
（
十
高
）

　
書
道
　
岡
村
松
姻
（
本
町
六
）

　
山
内
一
翠
（
本
町
三
）
　
竹
内
岳

　
水
（
太
田
島
）
　
宮
静
姻
（
丸
山

　
町
）
　
上
村
五
龍
（
春
日
町
）

　
写
真
　
遠
田
功
一
（
川
治
）
　
生

　
越
久
雄
（
原
）
　
　
　
湯
沢
喜
一

　
（
本
町
東
一
）
　
庭
野
泰
明
（
本

　
町
東
一
）
　
遠
田
誠
也
（
山
本
）

　
◆
無
鑑
査
　
目
本
画
　
田
中
武
夫

　
（
吉
田
山
谷
）
　
彫
刻
　
堀
田
正

　
（
旭
ケ
丘
）

気
軽
に
コ
ー
ラ
ス
を

　
　
に
し
き
の
合
唱
団
発
会

　
十
日
町
中
学
校
の
P
T
A
を
中
心

に
、
気
軽
に
楽
し
む
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
に
し
き
の
合
唱
団
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
を
め
ざ
す

◆
6
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分

（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

セ
イ
コ
ー
腕
時
計

（
男
・
女
）

中
古

相
談
で

白
黒
テ
レ
ビ

中
古

五
千
円
位

日
立
除
湿
器

〃

三
万
円

謄
　
　
写
　
板

〃

相
談
で

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

（
ジ
ュ
ー
キ
）

〃

五
万
円

自
転
車
五
才
女

〃

五
千
円
位

ブ
ラ
ザ
ー
ゴ
ム
編
機

〃

二
万
円

自
転
車
小
一
女

〃

三
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

　
　
　
展

　
集
　
撫
⇔

“
　
　
β
館
瓶

脚
導
棚
欝

市
　
切
細
（

　
　
締
詳
係

除
　
湿
　
機

〃

二
万
円

東
芝
エ
ア
コ
ン

〃

十
万
円

更
衣
ロ
ッ
カ
ー

（
3
人
用
）

〃

一
万
円

ヤ
マ
ハ
バ
イ
ク

（
必
㏄
）

5
、
0
0
0
k

二
万
円
位

ホ
ン
ダ
ス
ー
パ
ー
カ
ブ

3
、
2
0
0
k

三
万
円

あ
ゆ
つ
り
ざ
お

乃
　
規

五
千
円

嶺
＋

議
愛
黍
翁

、
発

　
母
離

　　実践活動の交流

　　郡市社会教育大会
　6月17日、十日町公民館で、郡市社会教

育大会が開かれ、500人余の社会教育関係者

が参加しました。大会は、お互いの実践活

動の交流をしながらこれからの活動び）方向

をさぐろうと、14の分科会で活発な意見の

交換がおこなわれ、寺中作雄氏の「公民館

グ）初心」σ）講演を開き、初心にたちかえっ

た公民館活動を求めていました。

よ
う
な
む
ず
か
し
い
練
習
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
コ
ー
ラ
ス
の
た

め
に
初
歩
的
な
練
習
か
ら
し
て
い
こ

う
と
い
う
グ
ル
㌧
フ
で
す
。
講
師
は

吉
岡
武
良
男
さ
ん
（
二
期
会
所
属
、

第
九
回
日
・
伊
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ニ

位
入
賞
、
十
日
町
中
教
諭
）
で
す
。

　
毎
月
二
回
、
第
一
、
三
金
曜
日
、

夜
七
時
半
か
ら
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で

練
習
し
て
い
ま
す
．
気
軽
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
せ
は
田
村

泰
子
さ
ん
（
8
二
－
二
二
四
五
番
）
へ
。

七
月
は
青
少
年
非
行

　
　
　
　
防
止
強
調
月
間

　
年
々
非
行
に
走
る
青
少
年
が
増
加

し
、
し
か
も
低
年
令
化
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市
に

お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
事
例
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
夏
は
、
と
か
く
解
放
感
か
ら
非
行

に
走
る
傾
向
が
強
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
我
が
子
も
、
他
人
の
子
も
非
行
を

犯
さ
な
い
よ
う
お
互
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．
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キ
ャ
ン
プ
用
具
を

　
　
　
　
貸
出
し
し
ま
す

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
青
少

年
団
体
、
子
供
会
等
に
キ
ャ
ン
プ
用

具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
．
町
内

グ
ル
ー
。
三
．
㌧
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
し
キ
ャ
ン
プ
用
具
（
無
料
）

◆
テ
ン
ト
　
八
人
用
（
十
二
張
）
、

六
人
用
（
四
張
）
、
五
人
用
（
八
張
）

◆
ハ
ン
ゴ
ー
（
五
合
た
き
）
四
十
四

ス
コ
ッ
プ
、
水
ダ
ン
ク
等
、
申
込
み

は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
8
七
－
三

｝
一
一
番
内
線
二
一
五
）
へ
。

宿
属
フ
ー
ル
オ
ー
フ
ン
ノ

　
　
　
　
　
　
　
紬
児
用
フ
ー
轟
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
目
か
ら
、
市
民
プ
ー
ル
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
年
か
ら
は
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
し
て
待
望
の
幼
児
用
プ
ー
ル
も
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
プ
ン
し
ま
す
か
ら
、
ち
い
さ
な
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供
さ
ん
も
安
心
し
て
水
に
親
し
む
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
で
き
ま
す
。
幼
児
用
プ
ー
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
。
フ
ー
ル
（
1
3
×
1
7
m
・
最
深
5
0
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
形
プ
ー
ル
（
直
径
1
5
規
）
、
噴
水
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
具
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
を
・
イ
、
な
え
、
施
設
も
充
実
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
ぜ
ひ
お
’
、
曳
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
　
七
月
十
目
～
八
月
三
十
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

時
間
　
平
目
午
前
九
時
～
午
後
八
時

　
　
　
日
曜
午
前
九
時
～
午
後
七
時

（
八
月
十
三
目
～
十
六
日
、
二
十
五
目

～
二
十
七
日
は
午
後
五
時
ま
で
、
三

十
｝
目
は
午
前
中
で
閉
場
し
ま
す
）

入
場
料
　
大
人
百
五
十
円
、
高
校
生

百
円
（
身
分
証
明
書
持
参
者
）
、
小
・

中
学
生
七
十
円
、
幼
児
五
十
円
．

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

人
ロ
呼
吸
な
ど

　
救
急
法
の
指
導
し
ま
す

　
い
た
ま
し
い
水
難
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
聞
か
れ
ま
す
。
学
校
、
会
社
、

家
庭
で
不
意
に
起
こ
る
事
故
の
と
き

↑赤倉キャンプ場　↓笠置キャンプ場

ど
う
し
イ
、
い
ま
す
か
。

　
日
赤
十
日
町
市
地
区
（
市
社
会
福

祉
事
務
所
内
）
で
は
、
そ
ん
な
時
の

た
め
に
人
口
呼
吸
な
ど
の
救
急
法
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
．
講
師
の
派
遣

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
町
内
、
学

校
、
会
社
な
ど
で
人
数
を
二
十
人
く

ら
い
ま
と
め
て
日
赤
十
日
町
市
地
区

（
E
七
±
ニ
ニ
番
内
線
二
一
圧
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、
、

苗場山登山一般募集

日時　7月22日（日）

参加費　1人2，000円

申込締切　7月14日（む

説明会　7月17日㈹
　　　午後7時～市民会館

主催　十日町山岳協会

　申込および問い合せは、

市民体育館（7－5208番）へ。

　　サッカーコート完成
　6月17日、信濃川運動公園にサッカーコ

ートが完成し、コート開きがおこ．なわれま

した。

　コート開きには、先の県大会で優勝した

新潟工業高校を招き、地元グ）十日町、川西の

両高校と十日町クラブび）四チームで親善試

合を行い、完成を祝いました．サッカーコ

ートび）使用申込みは市民体育館（溶7－5208

番）で受付けています。

卓
球
協
会
に
登
録
を

　
市
内
で
卓
球
々
こ
て
い
る
か
た
、

こ
れ
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る

か
た
は
、
ど
な
た
で
も
卓
球
協
会
に

登
録
で
き
ま
す
．
こ
の
登
録
に
よ
っ

て
、
市
内
大
会
、
郡
、
県
内
大
会
の

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
．
ま
た
、
協

会
か
ら
指
導
者
の
派
遣
も
い
た
し
ま

す
、団

体
登
録
　
男
子
（
四
名
以
上
）

　
女
子
（
四
名
以
上
）
の
チ
ー
ム

個
人
登
録
　
団
体
登
録
の
で
き
な
い

　
人

登
録
手
続
　
卓
球
協
会
事
務
局
、
南

　
雲
和
幸
（
市
役
所
総
務
課
8
七
ー

　
三
一
一
一
番
内
線
二
三
五
）
ま
で
．
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六
月
二
十
九
日
～
七
月
四
日

　
第
三
十
四
回
新
潟
県
美
術
展
・
十

目
町
展
が
、
六
月
二
十
九
日
～
七
月

四
目
ま
で
、
市
民
体
育
館
で
開
か
れ

ま
す
。
県
展
の
移
動
展
が
十
目
町
市

で
開
か
れ
る
の
は
、
三
年
ぶ
り
で
す
。

　
作
品
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
版
画

彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
七
部

門
の
な
か
か
ら
厳
選
さ
れ
た
入
賞
、

入
選
作
品
と
審
査
委
員
、
無
鑑
査
作

家
な
ど
の
賛
助
出
品
合
せ
て
約
四
百

点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
第

九
回
新
潟
県
ジ
ユ
ニ
ア
美
術
展
も
開

か
れ
ま
す
。

　
市
内
か
ら
も
、
奨
励
賞
に
、
彫
刻

の
部
で
丸
山
貴
志
さ
ん
（
水
沢
）

写
真
の
部
で
竹
内
賢
一
さ
ん
（
川
治

下
町
）
が
入
賞
し
た
の
を
始
め
、
二

十
二
人
の
入
選
者
を
だ
し
て
い
ま
す
。

　
県
展
の
開
催
要
項
な
ら
び
に
入
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
．

会
期
　
六
月
二
十
九
目
（
金
）
～
七

　
月
四
日
（
水
）
　
午
前
九
時
半
～

　
午
後
六
時
、
（
最
終
目
は
午
後
四
時

　
閉
館
）

会
場
　
市
民
体
育
館

入
場
料
　
一
般
二
百
五
十
円
、
学
生

百
五
十
円
、
小
中
学
生
六
十
円

　
※
割
引
優
待
券
（
一
般
、
学
生
五

　
十
円
引
、
小
中
学
生
三
十
円
引
）

　
が
、
各
公
民
館
と
教
育
委
員
会
に

　
あ
り
ま
す
。
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

入
賞
者
　
◆
奨
励
賞
　
彫
刻
　
丸
山

　
貴
志
（
水
沢
）
　
写
真
　
竹
内
賢

　
一
　
（
川
治
下
町
）

　
◆
入
選
　
日
本
画
　
柳
安
寿
（
高

　
島
）
　
洋
画
　
丸
山
郁
子
（
新
宮
）

　
徳
永
仁
（
神
明
町
）
　
阿
部
正
明

　
（
北
新
田
）
　
高
橋
幸
男
（
神
明

　
町
）
　
彫
刻
　
桑
原
晴
一
（
新
座
）

　
根
津
憲
一
（
田
川
町
）
　
山
田
照

　
美
（
十
高
）
　
金
沢
恵
子
（
十
高
）

　
書
道
　
岡
村
松
姻
（
本
町
六
）

　
山
内
一
翠
（
本
町
三
）
　
竹
内
岳

　
水
（
太
田
島
）
　
宮
静
姻
（
丸
山

　
町
）
　
上
村
五
龍
（
春
日
町
）

　
写
真
　
遠
田
功
一
（
川
治
）
　
生

　
越
久
雄
（
原
）
　
　
　
湯
沢
喜
一

　
（
本
町
東
一
）
　
庭
野
泰
明
（
本

　
町
東
一
）
　
遠
田
誠
也
（
山
本
）

　
◆
無
鑑
査
　
目
本
画
　
田
中
武
夫

　
（
吉
田
山
谷
）
　
彫
刻
　
堀
田
正

　
（
旭
ケ
丘
）

気
軽
に
コ
ー
ラ
ス
を

　
　
に
し
き
の
合
唱
団
発
会

　
十
日
町
中
学
校
の
P
T
A
を
中
心

に
、
気
軽
に
楽
し
む
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
に
し
き
の
合
唱
団
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
を
め
ざ
す

◆
6
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分

（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

セ
イ
コ
ー
腕
時
計

（
男
・
女
）

中
古

相
談
で

白
黒
テ
レ
ビ

中
古

五
千
円
位

日
立
除
湿
器

〃

三
万
円

謄
　
　
写
　
板

〃

相
談
で

ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
ン

（
ジ
ュ
ー
キ
）

〃

五
万
円

自
転
車
五
才
女

〃

五
千
円
位

ブ
ラ
ザ
ー
ゴ
ム
編
機

〃

二
万
円

自
転
車
小
一
女

〃

三
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

　
　
　
展

　
集
　
撫
⇔

“
　
　
β
館
瓶

脚
導
棚
欝

市
　
切
細
（

　
　
締
詳
係

除
　
湿
　
機

〃

二
万
円

東
芝
エ
ア
コ
ン

〃

十
万
円

更
衣
ロ
ッ
カ
ー

（
3
人
用
）

〃

一
万
円

ヤ
マ
ハ
バ
イ
ク

（
必
㏄
）

5
、
0
0
0
k

二
万
円
位

ホ
ン
ダ
ス
ー
パ
ー
カ
ブ

3
、
2
0
0
k

三
万
円

あ
ゆ
つ
り
ざ
お

乃
　
規

五
千
円

嶺
＋

議
愛
黍
翁

、
発

　
母
離

　　実践活動の交流

　　郡市社会教育大会
　6月17日、十日町公民館で、郡市社会教

育大会が開かれ、500人余の社会教育関係者

が参加しました。大会は、お互いの実践活

動の交流をしながらこれからの活動び）方向

をさぐろうと、14の分科会で活発な意見の

交換がおこなわれ、寺中作雄氏の「公民館

グ）初心」σ）講演を開き、初心にたちかえっ

た公民館活動を求めていました。

よ
う
な
む
ず
か
し
い
練
習
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
コ
ー
ラ
ス
の
た

め
に
初
歩
的
な
練
習
か
ら
し
て
い
こ

う
と
い
う
グ
ル
㌧
フ
で
す
。
講
師
は

吉
岡
武
良
男
さ
ん
（
二
期
会
所
属
、

第
九
回
日
・
伊
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ニ

位
入
賞
、
十
日
町
中
教
諭
）
で
す
。

　
毎
月
二
回
、
第
一
、
三
金
曜
日
、

夜
七
時
半
か
ら
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で

練
習
し
て
い
ま
す
．
気
軽
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
せ
は
田
村

泰
子
さ
ん
（
8
二
－
二
二
四
五
番
）
へ
。

七
月
は
青
少
年
非
行

　
　
　
　
防
止
強
調
月
間

　
年
々
非
行
に
走
る
青
少
年
が
増
加

し
、
し
か
も
低
年
令
化
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市
に

お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
事
例
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
夏
は
、
と
か
く
解
放
感
か
ら
非
行

に
走
る
傾
向
が
強
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
我
が
子
も
、
他
人
の
子
も
非
行
を

犯
さ
な
い
よ
う
お
互
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．
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キ
ャ
ン
プ
用
具
を

　
　
　
　
貸
出
し
し
ま
す

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
青
少

年
団
体
、
子
供
会
等
に
キ
ャ
ン
プ
用

具
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
．
町
内

グ
ル
ー
。
三
．
㌧
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
し
キ
ャ
ン
プ
用
具
（
無
料
）

◆
テ
ン
ト
　
八
人
用
（
十
二
張
）
、

六
人
用
（
四
張
）
、
五
人
用
（
八
張
）

◆
ハ
ン
ゴ
ー
（
五
合
た
き
）
四
十
四

ス
コ
ッ
プ
、
水
ダ
ン
ク
等
、
申
込
み

は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
8
七
－
三

｝
一
一
番
内
線
二
一
五
）
へ
。

宿
属
フ
ー
ル
オ
ー
フ
ン
ノ

　
　
　
　
　
　
　
紬
児
用
フ
ー
轟
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
目
か
ら
、
市
民
プ
ー
ル
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
年
か
ら
は
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
し
て
待
望
の
幼
児
用
プ
ー
ル
も
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
プ
ン
し
ま
す
か
ら
、
ち
い
さ
な
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供
さ
ん
も
安
心
し
て
水
に
親
し
む
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
で
き
ま
す
。
幼
児
用
プ
ー
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
。
フ
ー
ル
（
1
3
×
1
7
m
・
最
深
5
0
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
形
プ
ー
ル
（
直
径
1
5
規
）
、
噴
水
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
具
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
を
・
イ
、
な
え
、
施
設
も
充
実
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
ぜ
ひ
お
’
、
曳
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
　
七
月
十
目
～
八
月
三
十
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

時
間
　
平
目
午
前
九
時
～
午
後
八
時

　
　
　
日
曜
午
前
九
時
～
午
後
七
時

（
八
月
十
三
目
～
十
六
日
、
二
十
五
目

～
二
十
七
日
は
午
後
五
時
ま
で
、
三

十
｝
目
は
午
前
中
で
閉
場
し
ま
す
）

入
場
料
　
大
人
百
五
十
円
、
高
校
生

百
円
（
身
分
証
明
書
持
参
者
）
、
小
・

中
学
生
七
十
円
、
幼
児
五
十
円
．

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

人
ロ
呼
吸
な
ど

　
救
急
法
の
指
導
し
ま
す

　
い
た
ま
し
い
水
難
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
聞
か
れ
ま
す
。
学
校
、
会
社
、

家
庭
で
不
意
に
起
こ
る
事
故
の
と
き

↑赤倉キャンプ場　↓笠置キャンプ場

ど
う
し
イ
、
い
ま
す
か
。

　
日
赤
十
日
町
市
地
区
（
市
社
会
福

祉
事
務
所
内
）
で
は
、
そ
ん
な
時
の

た
め
に
人
口
呼
吸
な
ど
の
救
急
法
の

指
導
を
し
て
い
ま
す
．
講
師
の
派
遣

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
町
内
、
学

校
、
会
社
な
ど
で
人
数
を
二
十
人
く

ら
い
ま
と
め
て
日
赤
十
日
町
市
地
区

（
E
七
±
ニ
ニ
番
内
線
二
一
圧
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、
、

苗場山登山一般募集

日時　7月22日（日）

参加費　1人2，000円

申込締切　7月14日（む

説明会　7月17日㈹
　　　午後7時～市民会館

主催　十日町山岳協会

　申込および問い合せは、

市民体育館（7－5208番）へ。

　　サッカーコート完成
　6月17日、信濃川運動公園にサッカーコ

ートが完成し、コート開きがおこ．なわれま

した。

　コート開きには、先の県大会で優勝した

新潟工業高校を招き、地元グ）十日町、川西の

両高校と十日町クラブび）四チームで親善試

合を行い、完成を祝いました．サッカーコ

ートび）使用申込みは市民体育館（溶7－5208

番）で受付けています。

卓
球
協
会
に
登
録
を

　
市
内
で
卓
球
々
こ
て
い
る
か
た
、

こ
れ
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る

か
た
は
、
ど
な
た
で
も
卓
球
協
会
に

登
録
で
き
ま
す
．
こ
の
登
録
に
よ
っ

て
、
市
内
大
会
、
郡
、
県
内
大
会
の

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
．
ま
た
、
協

会
か
ら
指
導
者
の
派
遣
も
い
た
し
ま

す
、団

体
登
録
　
男
子
（
四
名
以
上
）

　
女
子
（
四
名
以
上
）
の
チ
ー
ム

個
人
登
録
　
団
体
登
録
の
で
き
な
い

　
人

登
録
手
続
　
卓
球
協
会
事
務
局
、
南

　
雲
和
幸
（
市
役
所
総
務
課
8
七
ー

　
三
一
一
一
番
内
線
二
三
五
）
ま
で
．
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住
民
検
診
（
鮪
螂
勧
椥
掛
ゲ
ン
閲
接
撮
影
）
日
程

　
◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
区

7
月
5
日
困

前
9
時
3
分

～
午
前
1
0
時

仙
之
山
作
業
場

仙
　
之
　
山

午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

平
・
漉
野

午
後
1
時

～
午
後
2
時

慶
地
冬
期
分
校

慶
　
　
地

7
月
6
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館

下
条
地
区
（
平
場
）

　
　
　
）

7
月
9
日
旧
…

7
月
1
0
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時

上
新
田
公
民
館

上
新
田
全
区

午
前
n
時
1
5

～
午
前
n
時
4
5
分

市
之
沢
作
業
所

市
　
之
　
沢

後
1
時
　
分

～
午
後
2
時
3
0
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
一
地
区

7
月
n
日
㈱

午
前
9
時
　
分

～
午
前
1
0
時

三
ツ
山
分
校

三
　
ツ
　
山

午
前
1
時
　
分

～
午
前
11
時
3
0
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
一
地
区

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
2
時

飛
二
小
学
校

飛
二
地
区

午
後
2
時
　
分

～
午
後
3
時

枯
木
又
分
校

東
・
西
枯
木
又

7
月
1
2
目
㈱

午
前
9
時

～
午
前
n
時
30
分

六
箇
出
張
所

六
箇
地
区
一
部

午
後
1
時
　
分

～
午
後
2
時

塩
之
又
分
校

塩
　
之
　
又

・
午
後
2
時
30
分

～
午
後
3
時

船
坂
公
民
館

船
　
　
坂

7
月
1
3
目
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
11
時

八
箇
小
学
校

八
箇
地
区

午
後
1
時
　
分

～
午
後
3
時

大
黒
沢
団
地
集
会
場

大
黒
沢
・
小
黒
沢

交通事故無料相談日

　県の移動交通事故相談が、毎

月第1月曜日に開かれています。

気軽にご利用ください。

○次回相談日　7月2日（月）

○場　所　市役所市民相談室

○相談員　新潟県交通事故相談

　　　　　所所属相談員

　　　　巡回内職相談日

　　　巡回内職相談が、毎月第3金

テ曜日に開かれています・

1　新しく内職をしたいかた・今
）び）内職を変えたいかたは気軽に

勺灘締い㌔月2。目囲

亀○時間午前1。時一午後3時

　　○場　所　市役所市民相談室

市○相談員県内職相談員

干
ば
つ
対
策
は
万
全
に

　
　
　
　
　
　
ー
農
林
課
i

　
例
年
に
な
い
小
霧
と
、
ツ
ユ
に
入

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
降
雨
量
が
少

く
、
こ
の
状
懸
が
続
き
ま
す
と
ツ
ユ

明
け
後
に
は
水
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
β
頃
か
ら
絹
水
管
理
に
は
細
心

の
注
意
を
は
ら
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
・
干
ば
つ
対
策
と
し
て
つ

ぎ
の
事
項
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
期
水
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
及

び
ほ
場
団
地
ぐ
る
猷
で
水
当
番
を
決

め
る
な
ど
、
組
織
的
体
制
を
つ
く
り
、

我
田
引
水
に
な
ら
な
い
よ
う
。

ω
用
水
の
反
復
利
罵
等
（
た
と
え
ば
、

末
端
排
水
と
一
時
貯
え
、
ポ
ン
プ
等

に
よ
り
上
流
ま
で
送
り
、
再
び
用
水

と
し
て
使
用
）
も
考
え
る
。

③
現
在
未
使
用
等
砂
地
下
水
及
び
絹

排
水
路
を
、
方
一
に
備
え
で
使
用
可

能
な
状
態
に
し
て
お
く
。

．
㈲
ッ
ユ
明
け
時
に
備
え
て
、
こ
れ
か

ら
の
降
雨
を
溜
池
等
に
貯
水
す
る
（
た

だ
し
豪
雨
時
に
は
注
ユ
思
）

⑤
暗
渠
鉾
水
出
口
の
調
簿

⑥
ポ
ン
プ
、
発
動
機
等
は
、
い
つ
で

も
僅
絹
で
き
る
よ
う
に
整
驚
し
て
お

く
o

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
三
目
り
℃
　
午
前
四
時
～
七

　
　
　
　

時
半
ま
で
　
城
之
古
、
明
石
町
　
▼

七
月
十
七
日
図
　
午
前
八
時
～
正
午

ま
で
大
黒
沢
一
部
▼
七
月
十

七
目
㈹
　
午
後
一
時
～
五
時
ま
で

美
雪
町
一
・
二
・
三
丁
目
各
一
部
、

錦
町
一
・
二
丁
目
各
一
部
、
春
日
町

一
・
二
・
三
丁
目
各
一
部
、
高
田
町

三
丁
目
南
・
西
各
一
部
、
高
田
町
四

丁
目
一
部

　
7
月
の
休
日
救
急
選
　
㎜

…
1
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

　
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
…

…
8
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
一
南
）
｝

㎝
　
　
　
　
獄
7
の
5
5
6
6
番
㎜

㎜
1
5
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
…

㎜
　
　
　
　
行
2
の
3
2
7
6
番
…

㎜
2
2
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
二

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

…
2
9
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

㎜
　
　
　
　
台
2
の
2
1
7
4
番
…

　
　
　
　
　
　
舅

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
H
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
3
月

生
れ
の
人

域全

い七
」だく’

、
」いおはたかの月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
13
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
1
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

7
月
1
8
日

　
（
水
）

51

年
1
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

7
月
－
日

　
（
月
）

午
後
1
時
半

～
4
時

水
沢
出
張
所

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

7
月
1
9
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

中
条
公
民
館

中
条
地
区

7
月
2
0
日

　
（
金
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

7
月
2
7
日

　
（
金
）

十
日
町
公
民
館

53
年
n
月

～
54
年
1

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
8
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
4
月

生
れ
の
人

全
　
　
域

今
月
の
納
税
…
国
民
讐
欝
料
聯
廟
・
…
納
期
限
は
六
月
三
＋
日

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
結醐

　
　
赫

7／25
　　口45号口
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総響

懸
難
”
欝
㎜
…
驚
総

　
最
近
あ
ち
こ
ち
の
ご
み
焼
却
場
で

事
故
が
起
き
た
り
、
ま
た
油
不
足
で

重
油
が
自
由
に
手
に
入
ら
ず
水
分
を

含
ん
だ
燃
え
に
く
い
ご
み
の
処
理
に

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
税
金
の
無
駄
使

い
を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
爆
発
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
物
は
、

絶
対
に
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
も
、

持
ち
込
む
こ
と
も
お
断
わ
り
し
ま
す
。

（
先
目
、
三
条
市
で
六
人
負
傷
）

◇
台
所
か
ら
出
る
ご
み
や
、
西
瓜
、

枝
豆
、
と
う
も
ろ
二
し
等
水
分
を
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

あなたの意見を市政に

＝第3回・8月1日＝

く
含
ん
だ
ご
み
は
、
な
る
べ
く
天
目

乾
燥
す
る
か
、
水
切
り
を
充
分
に
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
紙
、
木
く
ず
、
布
く
ず
、
糸
く
ず

等
燃
え
や
す
い
ご
み
は
、
助
燃
と
な

り
重
油
節
約
に
大
変
有
効
で
す
の
で

大
歓
迎
し
ま
す
。

◇
家
屋
廃
材
は
一
㌶
位
に
切
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
廃
油
や
廃
タ
イ
ヤ
は
専
門
処
理
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
．

◇
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
潔
保
持

に
つ
い
て

　
例
年
夏
に
な
る
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　　　　　　　　　　毎月1日は市民と語

　　　　　　　　　る日です。気軽に市役

　　嘲D　　　　　　所にでかけて、市政に
　　　　　、
　　、　　亀　　　　対する考え方や要望を

　　／Q　　　　，市長にお話しください。

・も）　出された問題はできる

　　　　　　　　　だけその場で解決し、

　　　　　　　　　即答できないものは後

　　　　　　　　　日回答しています．

　市長は、市内、市外出張等で不在の日が多

くなりますので、是非この日におでかけくだ

さい。

日時　8月1目困午後4時～8時
場所　市役所小会議室（3階）

の
悪
臭
・
不
潔
・
不
規
則
な
、
こ
み
の

出
し
方
が
問
題
と
な
り
．
こ
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
附
近
の
人
達
が
大
変
迷
惑
し

て
い
ま
す
。
自
分
達
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
決
め
ら
れ
た
日
時
に

決
め
ら
れ
た
方
法
で
ご
み
を
出
す
よ

う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
．

㊦
㊧
㊧

受
益
者
負
担
金

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
今
年
度
新
た
に
発
足
し
た
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
、

受
益
者
の
皆
さ
ん
の
．
こ
協
力
に
よ
り
、

第
一
期
の
納
期
限
の
六
月
三
十
日
ま

で
に
、
遠
隔
地
在
住
者
等
一
部
を
除

く
大
勢
の
か
た
か
ら
納
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
．
こ
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
納
付
者
の
大
半
の
か
た
が
、

五
力
年
分
を
一
括
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
公
共
下
水
道
に

対
す
る
大
き
な
期
待
の
表
わ
れ
で
あ

る
と
認
識
し
、
拠
出
い
た
だ
い
た
貴

重
な
財
源
の
有
効
な
運
用
を
は
か
り

ま
す
．
な
お
、
都
合
で
納
付
の
ま
だ

済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
延
滞
金
等

の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に

納
付
く
だ
さ
い
。

　
今
後
第
二
期
分
以
降
の
負
担
金
を

一
括
納
付
す
る
場
合
に
は
、
六
月
末

日
ま
で
に
納
付
し
た
場
合
の
一
括
納

付
加
算
金
（
負
担
金
総
額
の
百
分
の

二
の
額
）
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

前
納
報
奨
金
は
前
回
と
同
率
で
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

●
一
括
納
付
以
外
に
一
期
分
ま
た
は

数
期
分
を
前
納
さ
れ
る
場
合
も
前
回

同
様
の
率
で
交
付
さ
れ
ま
す
．

●
今
後
一
括
ま
た
は
一
部
前
納
の
場

合
の
報
奨
金
は
、
金
融
機
関
で
差
し

引
き
計
算
せ
ず
に
負
担
金
額
を
そ
の

ま
ま
納
付
し
、
後
目
報
奨
金
を
納
付

者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
．

　
前
納
報
奨
金
に
該
当
す
る
場
合
は

報
奨
金
額
を
計
算
し
て
差
引
額
を
納

付
で
き
ま
す
の
で
市
下
水
道
課
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

保
育
所
入
所
児
補
欠
募
集

　
市
で
は
次
の
と
お
り
保
育
所
入
所

児
童
を
募
集
し
ま
す
の
で
希
望
者
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
※
北
原
保
育
所
－
…
九
名

　
※
十
日
町
幼
児
園
…
十
名

受
付
期
間
…
随
時

提
出
書
類
－
・
社
会
福
祉
事
務
所
に
備

　
　
　
　
　
え
て
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
8
七
⊥
二
一
二
番
内
線
一
二
五
）
へ


